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障害のある子どもの「生きる力」と
保護者への生涯にわたる支援のためのツール

• 本人と本人を支える保護者の「今，そして，将来こう
ありたい，こうあってほしい」という願いが出発点。

• その願いの実現のために，どのような目標を設定し，
どのような活動に取り組んでいくかを示したもの



個別の包括支援プラン

一人一人のニーズに応じた教育的支援

本人の願い

保護者の願い 指導者の願い



生きる力・・・

• 障害がありながらも，障害のない人々と
ともに，地域で生きる一人の生活者とし
て生きていく上での力

「自分を発揮できる力」

「周囲とともに充実した毎日を送る力」

「生活の質(QOL)を高めていく力」



家庭や地域家庭や地域繋がり

本人自身がより自立した豊かな生活や人生，余暇が送
れるように学校と保護者と地域が協力して計画する。

学校

学校での「学び」が家庭や地域での生活に繋がる
その繋がりが家庭や地域で拡がる
そして将来にわたり連なる



個別の包括支援プラン作成の流れ
三者の願い

保護者の願い
本人の願い

指導者や社会の願い

現在の姿

健康・安全・身体面
認知・学力・スキル面
社会性・地域生活・労働面

長期目標

四つの生きる力

【生命として生きる力】
【生きて生活する力】
【生きて働く力】
【ともに生きる力】

短期目標

活動計画
ユニット編成
年間指導計画

授業実践
実行プログラム



現在の姿の確認

「できること」 「自分からしていること」 「やろうとしていること」

ありのままの姿を3領域11項目の観点で捉える。

健康・安全・身体面

「健康と安全」

「体や手指の動き」

「道具の利用や安全」

認知・学力・スキル面

「日常生活活動」
「教科内容の利用」
「生活や行動の管理」
「趣味・遊び・余暇」

社会性・地域生活・
労働面

「役割・役割意識」
「コミュニケーション」
「地域での生活」
「集団生活の技能」

「自分のできることを発揮して，いろいろなことに取り組
んでいる姿」



個別の包括支援プラン作成の流れ

活動計画



三者の願いの整理

◎本人の願い

児童生徒・保護者との話し合い，行動観察

○保護者の願い

家庭訪問，懇談会，日ごろの話し合い

○指導者や社会の願い

ともに生きる一人の生活者の立場で
「現在の姿」「できること」「ライフスタイル」「生活年齢」

・今そして将来どうありたいのか・・・

・押し付けではなく・・・



長期目標の設定

• 目指す姿 ～自己実現に向けて～
三者の願いをすりあわせ，

実現可能，かつ，本人を中心に据えて

• 分析と見通し
どんな見通しを持っているか

長期目標
• ３年後にこんなふうに社会参加・自立したい，していてほしい



「四つの生きる力」

本人や保護者の願いを大切に！

「四つの生きる力」の視座で「社会の一員としての生きる姿」を捉

え直し，願いの実現に向け長期目標（３年後の目標）を設定する。

生命として
生きる力

生きて
働く力

ともに
生きる力

生きて
生活する力

本 人

保護者



四つの生きる力と長期目標（３年後）
●生命として生きる力
１．一人でどの様式のトイレでも排泄する
２．
３．

●生きて生活する力
４．

●生きて働く力

●ともに生きる力



長期目標と短期目標の関連の確認

長期目標 短期目標



●生命として生きる力

１．一人でどの様式のトイレでも排泄する

①

②

③

２．

①

②

３．

①
②

●生きて生活する力

外部機関との連携

長期目標（四つの生きる力）と
短期目標と指導場面

記入年月日 年 月 日 記入者氏名・・・・・・・



個別の包括支援プラン作成の流れ
三者の願い

保護者の願い
本人の願い

指導者や社会の願い

現在の姿

健康・安全・身体面
認知・学力・スキル面
社会性・地域生活・労働面

長期目標

四つの生きる力

【生命として生きる力】
【生きて生活する力】
【生きて働く力】
【ともに生きる力】



カリキュラム
ベース

授業実践へ

• 一人ひとりの短期目標から，
カリキュラム作り

一人ひとりの
短期目標 ユニット



ユニットとは・・・

カリキュラムベースを利用して選び出した学習
内容を組み合わせて，学習活動として一つのま
とまりにしたもの。

個別の包括支援プランによって導かれた児童生
徒個々の目標を達成するために個々に求められ
た学習のまとまり。



実行プログラム

【目標 】

【優先目標】
「行動目標」のうち優先すべき目標

【活動内容，活動グループ，活動場所】
Ｗｈａｔ：何を Ｗｈｏ：誰と Ｗｈｅｒｅ：どこで

【できる状況作り】
Ｗｈｅｎ：いつ Ｈｏｗ：どのような状況で

【支援】
Ｈｏｗ：どのような支援を

【児童生徒の活動の評価，支援の見直し】

【行動目標】
目標を達成するために，課題となる行動をさらに具体的にし
行動的記述をしたもの

Ｗ
ｈ
ｙ
：
何
の
た
め
に



ケース会議

• 「本人の願い」の実現を目指して

本人

保護者

担任

関係機関

担任以外の指導者
例えば・・・・・

・学年主任
・学年の教員
・学部の教員
・支援部の教員

養護教諭
看護師



ケース会議

実態把握
○情報収集
・行動観察
・保護者からの情報
○「三者の願い」

○「現在の姿」

目標と学習内容の設定
○四つの生きる力による
長期目標の設定

○短期目標の設定
○カリキュラムベースを
利用してユニット編成

評 価
○授業ごとの評価
・子どもの活動の様子
・状況作りや支援の妥当性の検討
・次の課題の検討
○ユニットごとの検討
○学期ごとの検討
○年度末の検討

授業実践
○実行プログラム
・グルーピング
・目標の具体化
・状況作りや支援の検討
○授業実践

ケース会議



個別懇談会

• ５月７日（火）～１４日（火）

• 個別の包括支援プラン（長期目標，短期目標，
現在の姿，生活地図等）について担任よりお話し
します。



個別の包括支援プランの配付

• 小学部2～6年、中高等部2～3年 ５月２０日（月）
• 新入生、転入生 ６月７日（金）

必ず記載内容の確認を！

※ 内容をご確認の上，了承されたら記名，捺印を
おねがいします。

※ 小学部2～6年、中高等部2～3年 ５月２４日（金）
新入生、転入生 ６月１４日（金）
までにお返しください。「写し」をお渡しします。

※ 個人の情報がたくさん記載されています。
お取扱いには十分ご注意ください。


